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Summary 
In our previous article, Study (1), we showed a record of practice through which a teacher realized the 
formation of personal relationships within the classroom in English classes. In this article, Study (2), it was 
analyzed how the practice affected improving English skills and class management from the point of view of 
Life guidance. In particular argument went on focusing on one student and others around him. In addition, it 
also showed that this practice had the effect of surpassing the school standard that is the problem today. So 
analysis was discussed in the context of school standard cases. 
This article consists of 4 sections. In Section 1, our previous article is reviewed and connected a new 
assignment. Especially in Section 2, the main points in the practice were analyzed and examined their 
significance from various viewpoints. In Section 3, the practice was analyzed in terms of the entire class group, 
and then changes in the group of students were clarified. However, this practice also requires the analysis from 
the viewpoint of special needs education. Therefore in Section 4, some issues were mentioned to be clarified in 
the next article. 
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了前の 3 分間でチェックし、平常点に組み入れる。 
③ 毎回の授業で Reading を行う。これは次の方法を
とる。生徒達に任意で 2～3 人のグループを作らせる。
































































































































































































































































































































































































































































































































                                  
的行為とは試されて検証された処方箋に従うことでは
なく、具体的で、そしてある意味でいつも固有な問題
に取り組むこと（ビースタ 2016，65）である。また第
二に、以前の状況や他者による研究のプロセスで獲得
された知識は、規則や処方箋という形では反省的問題
解決のプロセスに入ってこない（ビースタ 2016，65）。
第三に、知的な問題解決とは、手段と目的の両方を含
んでいなければならない（ビースタ 2016，66）。これら
のことを踏まえると、ある教師が実践するある生徒へ
の教授法が巧くいったとしても、それが別の生徒に効
果的であるとは限らないし、別の教師が再現できるも
のであるとは限らず、どのような方法を使うかを教師
は生徒の様子を観察して場面や目的に応じて修正して
いくべきであると言える。 
8 藤井のこうした指摘はオウム真理教に走った当時の
若者達を分析した宮台真司（1994）の知見に依拠して
いる。だが今日では、学校に承認されることなく、そ
して関与することなく居場所を失くした生徒達も、日
常を自らが主体的に生きている現実だと認識すること
が困難になっている。そして本来学校から与えるべき
承認や居場所を与えられなかったそうした生徒達は、
学校とは異なる居場所や、自らを承認してくれる物語
を求め、仮想空間、サブカルチャー、バンドやアイド
ルのおっかけ、異性、時には犯罪集団等々に関与し、
そこに自らの根を張っていくことになる。 
9 ただ、いじめ等悪質なものに関しては通報後の対応が
ゼロトレランス的なものではなく、省察と反省を含む
プロセスであれば、今後はスクールロ－ヤーの導入に
伴って必要な処置になるとも言えよう。 
10 小野は、学校や学級の秩序の品質管理と生活指導を
「めんどくさい」と回避することが脅迫という手段で
接合することを指摘する。なぜならば回避は早く、効
果的であれば、品質管理の中身は問わずに黙認する姿
勢に繋がる（小野 2018，26-27）。 
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